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竣
工
目
標
九
回
も
延
期 

工
場
完
成
の
見
込
み
な
し 

      

こ
れ
に
対
す
る
日
本
原

燃
の
回
答
は
「
ガ
ラ
ス
固
化

炉
の
流
下
を
妨
げ
て
い
る

レ
ン
ガ
屑
を
取
り
除
い
た
」 

と
か
「
Ｂ
炉
も
ガ
ラ
ス
を
完 

全
に
抜
き
出
し
て
き
れ
い 

す
る
」
な
ど
の
回
答
で
、
そ 

 

再
処
理
工
場
の
安
全
を
問
う 

 

公
開
質
問
状 

 

昨
年
度
三
回
提
出 

『
３
・
１
１
原
発
大
震
災
以
降 

危
険
を
憂
慮
す
る
市
民
団
体
が 

相
次
い
で
提
出
し
て
い
ま
す
。 

 

◇
二
〇
一
一
年
四
月
二
六
日 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場･

日
本
原

燃
へ(

二
三
市
民
団
体)

 

 

の
よ
う
な
事
態
に
立
ち
至 

っ
た
原
因
に
つ
い
て
何
ら 

述
べ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

の
液
体
の
ま
ま
の
保
管
は

あ
ま
り
に
危
険
な
の
で
、

「
日
本
の
独
自
開
発
（
ジ
ュ

ー
ル
熱
方
式
）
は
諦
め
て
、

既
に
実
用
化
し
て
い
る
『
フ

ラ
ン
ス
型
（
高
周
波
加
熱
方

式
）
』
を
採
用
出
来
な
い
か
」

と
質
し
ま
し
た
が
、
回
答
は

は
フ
ラ
ン
ス
型
は
耐
用
年

数
が
一
年
で
短
い
な
ど
の

理
由
を
挙
げ
て
日
本
型
独

自
開
発
で
行
く
と
し
ま
し

た
。
再
処
理
そ
の
も
の
を
諦

め
れ
ば
「
耐
用
年
数
一
年
」

で
充
分
で
は
な
い
か
。 

危

険
極
ま
り
な
い
廃
液
『
二
四

〇
立
方
㍍
』
は
、
硝
酸
の
入

っ
た
液
体
状
で
は
な
く
、
ガ

ラ
ス
固
化
で
あ
れ
、
と
に
か

く
安
全
に
す
る
責
任
と
義

務
が
あ
る
。 

見
通
し
も
な

い
技
術
に
巨
費
を
浪
費
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

   

◇
十
一
月
二
九
日 

東
海
再
処
理
工
場･

日
本 

原
子
力
開
発
研
究
機
構
へ 

(

七
二
市
民
団
体)

 

◇
二
〇
一
二
年
三
月
七
日 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場･

日
本 

原
燃
へ(

今
回
の
「
市
民 

サ
ミ
ッ
ト
」
決
議 

 

再
処
理
工
場
の
反
対
運
動
を
続
け
て
い
る
「
『
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
』
東
日
本

市
民
サ
ミ
ッ
ト
仙
台
集
会
」
が
決
議
し
た
「
再
処
理
工
場
閉
鎖
に
向
け
た
準
備
開
始
を

求
め
る
要
請
書
」
は
、
三
月
七
日
六
ヶ
所
村
日
本
原
燃
本
社
を
訪
れ
た
一
五
人
の
市
民

達
に
よ
っ
て
川
井
吉
彦
社
長
宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
の
『
公
開
質
問
状
』
の
回

答
に
つ
い
て
、
日
本
原
燃
か
ら
三
月
一
四
日
付
の
回
答
文
が
届
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
七

日
の
提
出
交
渉
の
際
出
さ
れ
た
口
頭
質
問
に
つ
い
て
の
回
答
書
が
四
月
一
二
日
付
け

で
届
き
ま
し
た
。 

 

昨
年
六
月
三
日
に
受
け
と
っ
た
『
回
答
書
』
と
同
じ
く
「
全
電
源
喪
失
は
考
え
ら
れ

な
い
」
と
す
る
内
容
で
あ
り
、
福
島
原
発
事
故
を
経
て
も
相
変
わ
ら
ず
不
誠
実
な
回
答

で
し
た
。
再
質
問
が
必
要
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
取
材
・
舘
＆
尚
） 

『六ラプ市民サミット決議文』を読み上げる代表 

      ３月７日 六ヶ所村『ＰＲセンター』にて 
 六ヶ所村、八戸市、十和田町などの青森現地をはじめ、宮

城、岩手から１５人の市民が「再処理工場試験再開反対・工

場閉鎖の準備の開始」を訴える要請行動を行いました。 

 

 

現
在
、
試
験
再
開
に
向
け

た
準
備
は
ガ
ラ
ス
固
化
の
不

調
で
中
断
し
て
い
る
が
、
今

後
の
見
通
し
は
？ 



福
島
事
故
の
海
洋
へ
の
大

量
放
出
に
心
痛
ま
な
い
か 

         

回
答
で
は
、
福
島
原
発
事

故
後
、
保
安
院
か
ら
「
再
処

理
施
設
の
緊
急
安
全
対
策
」

の
指
示
が
あ
り
、
そ
の
後

「
妥
当
」
と
い
う
評
価
を
受

け
た
。
昨
年
一
一
月
に
「
安

全
性
に
関
す
る
総
合
評
価
」

の
指
示
が
あ
り
、
実
施
中
で

あ
る
、
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

再
処
理
工
場
の
環
境
汚

染
防
止
に
つ
い
て
は
「
こ
れ

ま
で
ど
お
り
国
の
規
制
を

守
り
、
除
去
出
来
な
い
も
の

に
つ
い
て
も
低
減
に
努
力

し
て
い
る
」
い
う
い
つ
も
な

が
ら
の
回
答
で
し
た
。
そ
し

て
「
操
業
し
て
も
陸
上
の
住

民
の
被
ば
く
は
年
間
０
・
０

２
２
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
、

相
変
わ
ら
ず
の
数
値
が
述

べ
ら
れ
、
福
島
事
故
の
す
さ

ま
じ
い
放
射
能
放
出
の
実

態
や
、
大
気
や
水
の
循
環
、

食
物
連
鎖
に
よ
る
環
境
汚

染
に
つ
い
て
無
視
し
続
け

て
い
ま
す
。 

使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
は
「
二

〇
日
程
度
」
で
沸
騰 

      
 

 

七
日
の
折
衝
で
原
燃
は

「
全
電
源
喪
失
が
起
こ
り

回
復
出
来
な
い
場
合
、
使
用

済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
の
水

が
沸
騰
す
る
ま
で
二
〇
日

程
度
か
か
り
、
燃
料
が
水
面

か
ら
露
出
す
る
ま
で
に
は

さ
ら
に
一
〇
〇
日
程
度
か

か
る
（
計
算
式
は
公
表
出
来

な
い
）
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

非
常
用
発
電
機
二
台
と
、
電

源
車
が
配
置
さ
れ
、
冷
却
水

供
給
の
た
め
の
１
万
立
方

㍍
貯
水
プ
ー
ル
が
あ
り
消

防
車
も
配
置
さ
れ
訓
練
も

行
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

間
隔
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で

安
全
な
の
か
？ 

       

こ
の
点
に
つ
い
て
文
書

で
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
建
屋
全
体
の
説
明
図

で
は
な
く
「
事
業
申
請
書
」

に
発
表
さ
れ
て
き
た
タ
ン

ク
の
み
の
構
造
図
が
載
っ

て
お
り
、
「
冷
却
コ
イ
ル
は

二
系
列
で
、
水
素
希
釈
の
た

め
の
圧
縮
空
気
を
供
給
」
と

の
説
明
文
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
両
方
の
「
建
屋
の
距

離
は
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

た
っ
た
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
間
隔
で
巨
大
過
酷
事
故

を
起
こ
す
可
能
性
が
有
る 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
と

使
用
済
み
核
燃
料
三
〇
〇

〇
ト
ン
プ
ー
ル
が
隣
り
合

っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

別
途
、
回
答
を
得
た
東
海

再
処
理
工
場
の
場
合
、
原
子

力
研
究
開
発
機
構
の
回
答

で
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
貯
蔵
所
廃
液
貯
槽
の
電

源
喪
失
で
『
廃
液
沸
騰
ま
で

四
八
時
間
、
水
素
爆
発
ま
で

約
三
〇
時
間
』 

と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
両
施
設
が
接
近

し
て
い
る
と
、
ど
ち
ら
か
に

事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
強

い
放
射
線
に
よ
り
事
故
対

応
作
業
が
不
能
と
な
り
、
両

方
と
も
苛
酷
事
故
に
な
っ

て
し
ま
う
懸
念
は
否
定
し

切
れ
ま
せ
ん
。
危
険
を
避
け

る
に
は
、
一
刻
も
早
く
操
業

を
停
止
す
る
こ
と
で
あ
り
、

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は

固
化
体
と
し
、
プ
ー
ル
の
使

用
済
核
燃
料
も
撤
去
移
動

さ
せ
、
双
方
を
引
き
離
す
べ

き
で
す
。 

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
濃
度
は 

三
六
億
ベ
ク
レ
ル
／
㍉
㍑ 

    

原
燃
の
回
答
書
に
は
「
貯

槽
毎
に
濃
度
が
違
う
が
ガ

ラ
ス
固
化
セ
ル
内
に
お
け

る
漏
え
い
時
の
濃
度
は

３
・
６
０×

１
０
の
９
乗
ベ

ク
レ
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。 

こ
れ
は
既
に
公
表
さ
れ
て

い
る
「
漏
え
い
事
故
報
告

書
」
に
あ
る
セ
シ
ウ
ム
１
３

７
の
濃
度
で
す
。 

 

東
海
再
処
理
工
場
で
は 

「
（
全
核
種
で
）
百
億
ベ
ク

レ
ル
／
㍉
㍑
」
と
回
答
し
ま

し
た
。
日
本
原
燃
も
「
全
核

種
合
計
の
濃
度
」
と
「
核
種

毎
の
数
値
」
を
早
急
に
公
表

す
る
べ
き
で
す
。 

本
当
に
放
射
能
値
の
上
が

る
廃
液
を
放
出
し
な
か
っ

た
の
か
？ 

      
回
答
書
で
は
「
一
月
二
五

日
か
ら
二
月
一
六
日
ま
で

第
一
放
出
前
貯
槽
排
水
モ

ニ
タ
ー
指
示
値
の
一
時
的

な
上
昇
は
、
モ
ニ
タ
ー
近
傍

で
工
事
を
し
て
い
た
際
の

溶
接
機
か
ら
の
ノ
イ
ズ
の

影
響
や
非
破
壊
検
査
（
放
射

線
透
過
検
査
）
に
よ
る
も
の

で
す
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

溶
接
の
ノ
イ
ズ
を
拾
う

よ
う
な
モ
ニ
タ
ー
で
信
頼

で
き
る
の
か
、
納
得
出
来
な

い
理
由
で
す
。
本
当
に
レ
ベ

ル
の
高
い
放
射
能
廃
液
は

流
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
？ 

腐
食
穴
を
修
理
し
な
い
ま

ま
動
か
す
の
か
？ 

 

     

回
答
で
は
「
濃
縮
缶
の
あ

る
セ
ル
は
放
射
能
が
高
い

の
で
遠
隔
に
よ
る
補
修
作

業
が
必
要
で
あ
る
が
、
技
術

的
検
討
の
結
果
加
圧
方
式

と
温
度
計
汚
染
防
止
管
挿

入
方
式
を
採
用
す
る
こ
と

と
し
た
。
加
圧
を
一
定
に
範

囲
で
管
理
す
る
の
で
損
傷

箇
所
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と

は
な
い
」
と
記
し
て
い
ま
す
。 

低
圧
で
水
分
を
蒸
発
さ
せ

濃
縮
す
る
部
位
で
あ
り
、
実

際
に
は
む
し
ろ
危
険
で
困

難
な
作
業
で
は
な
い
か
？ 

周
辺
住
民
へ
の
連
絡
態
勢

が
不
備
で
は
な
い
か 

       

 

回
答
書
で
は
「
三
・
一
一

大
震
災
に
よ
っ
て
、
東
北
地

方
全
域
が
停
電
し
、
電
話
回

線
が
全
て
途
絶
え
た
。
六
ヶ

所
村
と
青
森
県
へ
は
直
接

訪
問
し
連
絡
し
た
」
と
記
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
訪
問

す
る
の
は
役
場
や
県
庁
で

あ
り
、
住
民
に
直
接
知
ら
せ

る
態
勢
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
非
常

電
源
が
働
か
な
か
っ
た
事

も
問
題
で
す
。 

住
民
と
一
緒
に
防
災
計
画

を
立
て
よ
う 

     

こ
の
点
に
つ
い
て
当
日

の
口
頭
回
答
で
は
「
行
政
と

も
協
力
し
て
行
う
こ
と
に

な
る
の
で
確
認
し
て
回
答

す
る
」
と
し
ま
し
た
。 

 
 

０
０
０
０
０
０ 

 

四
月
末
、
原
子
力
委
員
会

小
委
員
会
は
「
使
用
済
み
核

燃
料
の
直
接
処
分
は
再
処

理
費
用
よ
り
安
価
」
と
い
う

試
算
を
発
表
し
「
再
処
理
廃

止
関
連
費
用
な
ど
約
五
兆

円
」
と
い
う
数
字
も
公
表
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
再
処
理
廃

止
が
大
き
な
事
業
で
あ
る

事
を
示
し
ま
す
。 

政
府
と

日
本
原
燃
は
す
べ
て
の
資

料
を
公
表
し
て
国
民
の
判

断
を
仰
ぐ
べ
き
で
す
。 

 
福
島
事
故
に
お
い
て
海

へ
の
放
射
能
汚
染
も
大
き

な
問
題
と
な
っ
た
が
貴
社

は
こ
れ
ま
で
行
っ
て
来
た

以
上
の
何
ら
か
の
環
境
、
健

康
対
策
を
講
じ
る
予
定
は

な
い
か
。 

 

福
島
第
一
原
発
の
事
故
を

受
け
て
、
貴
社
は
シ
ビ
ア
ア

ク
シ
デ
ン
ト
と
し
て
ど
の
よ

う
な
最
悪
事
態
を
想
定
し
て

い
る
の
か
？ 

 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

タ
ン
ク
の
断
面
図
を
公
表

し
て
ほ
し
い
。
使
用
済
み
核

燃
料
プ
ー
ル
と
は
ど
の
く

ら
い
離
れ
て
い
る
の
か 

六
ヶ
所
工
場
の
廃
液
の
濃

度
を
教
え
て
ほ
し
い 

 

一
月
〜
二
月
に
か
け
て

の
Ｒ
モ
ニ
タ
ー
の
波
形
が

異
常
に
上
昇
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
な
ぜ
か
？ 

 

高
レ
ベ
ル
廃
液
蒸
発
缶

穴
あ
き
加
圧
運
転
に
つ
い

て
安
全
性
は
ど
う
か
？ 

 

六
ヶ
所
村
の
住
民
だ

が
、
三
月
一
一
日
当
日
、

原
燃
に
電
話
を
入
れ
た
が

通
じ
な
か
っ
た
。
例
え
ば

十
和
田
町
な
ど
周
辺
住
民

に
も
連
絡
が
入
る
の
か
？ 

 

住
民
を
交
え
て
防
災
計

画
を
作
り
避
難
訓
練
す
る

計
画
は
な
い
の
か
？ 


